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本研究では,未整備 ・整備済み圃場が混在している地区において,農作業に伴 う水

環境の変化が水田生態系にどのような影響を及ぼしているのかについて検討 した,

調査対象地は岐阜県安八郡輪之内町である。

調査は,①水理 :水位計測 ・流速 ・取排水量,②水質 :pH・ EC・ 水温 ・DO・ 全蒸

発残留物 ・T‐NeT_P.COD・ 透視度 ・堆積物③生物生癌、状況の 3つ について行な
つた。調査地点は河川や水路が合流する地点を中心に選出した。

輪之内町は外部と繁がっている部分が限られており,生物にとつて開鎖的水域と

考えられる特殊な環境である。レッドリス トに記載されている種も確認でき,生物相
が豊かであることがわかった。水質の悪化が目立つような地点は見られなかったが,
確認された生物種を考えると水質改善をしていく必要があるといえる,水門等の操

作により濯概期と非濯滋期では水深に大きな差が生じていた。灌漑期には繁殖の場

として利用されている地点が用排兼用水路を中心に数地点確認 されたが,非濯概期
には水がなくなるため,越冬地として利用されていたのは町内で 1年 を通してある

程度の水深が確保されていた 3箇 所に過ぎなかった。このことから,この地域の生物

保護にはまず水深の確保が重要であると考えられる。また,非濯漑期同様,水深が
一

時的に浅くなる中干しが生物の世代交代に与える影響はごく小さいものであるこ

とがわかった。

さらに,水門の操作や小規模魚道の設置などにより,生物を保護することがで

きると考えられる。既に町内の1箇所に魚道が設置されているが,取 水がパイプラ

イン化 されてお り,水温が低 く排水路との温度差が生じてお り,遡上 している生

物を確認することができなかつた。よって,この水田への給水方法を改善 しなけ

ればならないと考えられる。

提案 した2方法以外にも様々な対策があるであろう。しかし,現状でどの方法が

適 しているのかを判断することは難 しい。よって,生物が確認できなかつた地点

も含め,今後も引き続き調査を行なっていく必要がある.
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